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三田五丁目西地区の地権者の皆さま、 

2022 年 2 月 26 日 

      再開発勉強会有志 

【かわら版第 25号】   

事業者の巧みな話術にご注意あれ  
 
「うまい話には裏がある」と言う言葉があります。 
あまりにも聞こえの良い話を他人から持ちかけられた場合、 
そこには落とし穴が潜んでいるので「先ずは疑ってみるべき」だ
とする、先人達の経験に基づく貴重な格言です。 
私たちは日常生活に於いても、普段から「うまい話」には警戒心
を持って対応し、怪しいと感じたら一人で判断せず、先ずは家族、
知人、専門家などへ相談してみることが何よりも大切です。  

（A さん） 
最近、巷では詐欺事件が増えていて、手口も巧妙化しているよ
うだな。それに被害に遭うのは決まって「高齢者」なのだそうだ。 
三田 5丁目には多くの高齢者が住んでいる。注意せねば！  

（B さん） 
詐欺事件とは異なるけれど、再開発も「土地」と言う大きな資産
を供出する取引なだけに、事業業者が語る「うまい話」を決して
鵜呑みにせず、冷静に、そして慎重に対応する必要があるわね。 

 （A さん） 
「うまい話」と共に、業者の「巧みな話術」や意図的に流布される
「偽情報」にも注意する必要がある。わしらの前面に現れるのは
決まって「準備組合」と言う「信用」も「業歴」も「賠償責任能力」も
ない団体だ。住友不動産は決して表には出て来ない。不思議だ。 

（C さん） 
住友は「準備組合」を防波堤にすることで、自らが責任を問われ
ることを回避しようとしていると考えられます。大企業の住友が
不当な発言や行動を繰り返せば、社会的責任を問われます。 
しかし、「準備組合」にこれを行なわせれば、多少手荒な手法を
使っても社会から批判されないからだと言ったところでしょうか。  
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（B さん） 
その準備組合だけど、「地権者の 70%が同意した」と言い続けて
いる。これって「真実？」、「巧みな話術？」、それとも「偽情報？」 

（C さん） 
準備組合は客観的な証拠を提示してますか？ 証拠がない限り
これも「巧みな言葉の言い回し」の類いだと心得るべきです。 
70%の根拠については区へも照会しており、確認について現在
検討して貰っています。そもそも「地域全体が再開発を熱望して
いる」と言う雰囲気を作り出すのが準備組合の役割ですので、
この点はご注意下さい。今や「根拠不明の情報は信じるな！」
は首都圏各地の地権者の間では合い言葉となっています。  

（A さん） 
言われて見ると、個別面談等で準備組合から紛らわしい資料を
見せられ、誤解して同意してしまった人も結構いるみたいだ。 

（C さん） 
やはりそうでしたか。昨年港区が策定した「白金高輪駅東部まち
づくり構想」と言う別の話の資料の中に、三田五丁目のほぼ全
体を示した図があります。本来の趣旨は、この中で開発行為を
しようとする人は緑地帯確保等、諸々の点に留意しなさいと言う
注意喚起のためのものです。ところが住友不動産はこれを悪用
して、あたかも港区が当地区を含む五丁目全体の再開発を決
めた証拠のように見せ、それを信じて同意してしまった人が複数
名いると聞いています。全くひどい話です。当地区を含め五丁
目の再開発で「公的に決定」されたものなど実はないのです。  

（A さん） 
そうだったのか。やはりこれも業者による「再開発は既定路線」
だと言う雰囲気作りの演出に利用されたのか？  

（B さん） 
それは大変ね！誤解した人たちはすぐ同意を取り消さなきゃ...  

（C さん） 
ご安心下さい。港区によれば、都市計画決定の申請前であれ
ば「同意書」はいつでも撤回でき、もし相手が正当な理由なく撤
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回を拒めば、区へ撤回の意思をはっきり伝えることで再開発担
当(電話 03-3578-2111 内線 2246)が支援してくれるそうです。  

（B さん） 
それは良かった！ 
ところで都市計画決定への同意に関して、準備組合は繰り返し
「同意を頂く機会は 3回ある」（1回目：都市計画決定前、2回目：
組合設立前、3回目：権利変換前）などと言っているわ。 
3回も機会があれば、残りの 2回で同意を翻すことも出来る。  

（C さん） 
とんでもない！これも再開発業者の「巧みな話術」の一環です。 
実際には 1 回目の都市計画決定（=行政による正式な決定）で
再開発はほぼ決定してしまいます。1 回目で行政は即座に私た
ちの土地に法律の網掛け（＝規制）を行ないますから、再開発
から逃れられなくなります。2 回目、3 回目は手続き的なものに
過ぎません。ですから、 
1 回目の同意が全てを決し、もう後戻り出来ないと言っても過言
ではないのです。（簡単に考え同意された方々は、早く撤回しな
いと後日後悔することになりかねませんのでご注意あれ！）  

（A さん） 
そう言う話を住友不動産側の人間は一切しないな！不平等だ。  

（C さん） 
それが住友再開発の手法なのです！ 
地権者が真実を知れば誰も再開発には同意しなくなる。さりと
て「嘘」はつけない。だから「巧みな言葉の言い回し」を多用する
ことで、地権者からなんとしても「都市計画決定への同意」を取
付けようとする。これが住友不動産のやり方なのです。  

（A さん） 
再開発は「地権者が主体となり進めて行く事業」の筈だが、実態
は「住友不動産がとにかく必要な数の同意書だけ集め、あとは
自社主導で再開発を進めて行こうとする事業」に成り下がってし
まっているな。これでは地権者不在だ。注意しないと！ 
  
(世話役：佐々木光子 h7835575@yahoo.co.jp)      

tel:03-3578-2111
mailto:h7835575@yahoo.co.jp

